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商品市況展望  

平成 25 年 5 月 12 日記 

 

【産経抄】５月１１日  

2013.5.11 03:10 ［産経抄］  

寝て起きたら、１ドルは 100 円を超えていた。  

忘れもしない野田佳彦首相（当時）が党首討論で、 

安倍晋三自民党総裁に「衆院を解散してもいい」と宣言した昨年 11 月 14 日は 79 円台だった。  

それから 6 カ月足らずで 100 円を突破すると予想した「経済のプロ」はほとんどいなかった。  

 

▼株高は円安よりも劇的に進み、 

きのうの日経平均株価は「解散宣言」日からきのうの日経平均株価は「解散宣言」日からきのうの日経平均株価は「解散宣言」日からきのうの日経平均株価は「解散宣言」日から 70707070％もあがっている％もあがっている％もあがっている％もあがっている。  

自民党が野党時代には大胆な金融緩和に批判的だったどこかの経済紙が、  

いつのまにか熱心にアベノミクスの旗を振っているのはご愛嬌（あいきょう）だが。  

 

▼落ちぶれかけた一家が当主交代で再び隆盛になり始めると、隣人は面白くないらしい。  

アベノミクスによる円安を中国と韓国はそろって批判しているが、 

難癖をつける材料とし難癖をつける材料とし難癖をつける材料とし難癖をつける材料としてまたもや「靖国」と「歴史認識」を持ち出してきた。てまたもや「靖国」と「歴史認識」を持ち出してきた。てまたもや「靖国」と「歴史認識」を持ち出してきた。てまたもや「靖国」と「歴史認識」を持ち出してきた。  
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▼韓国の朴槿恵大統領は、オバマ米大統領に 

「北東アジアの平和のためには日本が正しい歴史認識を持たねばならない」と訴えた。  

才媛の誉れ高い彼女だが、世界のどこにも「正しい歴史認識」などなく、世界のどこにも「正しい歴史認識」などなく、世界のどこにも「正しい歴史認識」などなく、世界のどこにも「正しい歴史認識」などなく、        

国や民族ごとに「自分たちが正しいと思っている」歴史認識しかないのが、おわかりでないらしい。国や民族ごとに「自分たちが正しいと思っている」歴史認識しかないのが、おわかりでないらしい。国や民族ごとに「自分たちが正しいと思っている」歴史認識しかないのが、おわかりでないらしい。国や民族ごとに「自分たちが正しいと思っている」歴史認識しかないのが、おわかりでないらしい。  

 

▼しかも米議会の演説でも日本批判のくだりを挿入する念の入れようである。  

最近の日韓関係の悪化は、昨年８月に前任者の李明博大統領が、  

竹島に強行上陸したことがきっかけだったのをすっかりお忘れのようである。  

 

▼人を呪わば穴二つ。  

朴大統領とともに訪米中だった報道官は、朴大統領とともに訪米中だった報道官は、朴大統領とともに訪米中だった報道官は、朴大統領とともに訪米中だった報道官は、    

「不適切な行為をした」という前代未聞の理由で更迭された。「不適切な行為をした」という前代未聞の理由で更迭された。「不適切な行為をした」という前代未聞の理由で更迭された。「不適切な行為をした」という前代未聞の理由で更迭された。  

 

在米大使館の実習生にセクハラ行為をしたのだという。  

隣人の悪口をあれこれ言う前に、身内をしっかりしつけるのがリーダーのイロハである。  

http://sankei.jp.msn.com/politics/news/130511/plc13051103110005-n1.htm 

 

中国人が日本に言う難癖は、100 歩譲ってまあ仕方が無いとしよう。…以下略… 

 

（以下略としたのは、別に当方は政治家ではないが、過激な事を書いたのを公開して、橋本さん

みたいに批判されてもしょうがないだろうと思ったゆえ…笑） 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 7 日 \4,650 103 \4,657 99 

5 月 8 日 \4,628 -22 \4,633 -24 

5 月 9 日 \4,669 41 \4,676 43 

5 月 10 日 \4,749 80 \4,753 77 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『巨大金融資本の動向から考えると、まだ金は戻りを叩いて下げ

させたいのだろうと予測する。実体経済が良くない中での株高は金融相場なのであるが、そのマ

ネーが金に向かうことを警戒している勢力がいるわけだ。いずれはタガが外れて舞い上がる相場

だと思うが、それはまだ先の話だろう。目先は戻り売り方針である』とコメントした。 

今週の相場展開は、連休明けから一気にまた地合いが変わり、週末には 4,7604,7604,7604,760 円（円（円（円（5/105/105/105/10））））の高

値まで記録。連休の谷間の安値連休の谷間の安値連休の谷間の安値連休の谷間の安値 4,5144,5144,5144,514 円（円（円（円（5/25/25/25/2）からは、）からは、）からは、）からは、246246246246 円幅の上昇である円幅の上昇である円幅の上昇である円幅の上昇である。ただしその後

の夜間取引では、一時は 4,652 円まで 100 円以上の下落となっている。 

 

ズバリ一言で言えば、ドル/円相場が 100 円を軽々と突破する円安となった事がこの上昇の主

因だ。だが結果的に 4,7494,7494,7494,749 円（円（円（円（4/264/264/264/26）の高値を抜けた事は大きい）の高値を抜けた事は大きい）の高値を抜けた事は大きい）の高値を抜けた事は大きい。これで相場は、戻り売りかこれで相場は、戻り売りかこれで相場は、戻り売りかこれで相場は、戻り売りか

ら押し目買いへと再び大きく舵を切った可能性は大であるら押し目買いへと再び大きく舵を切った可能性は大であるら押し目買いへと再び大きく舵を切った可能性は大であるら押し目買いへと再び大きく舵を切った可能性は大である。 

 

 チャートでは、5,0785,0785,0785,078 円（円（円（円（4/114/114/114/11）→）→）→）→4,1324,1324,1324,132 円（円（円（円（4/164/164/164/16）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は）までの下げ幅は 946946946946 円円円円（18.6％の下落）。

その後の週末までの戻り幅は週末までの戻り幅は週末までの戻り幅は週末までの戻り幅は 628628628628 円であり、下げ幅の円であり、下げ幅の円であり、下げ幅の円であり、下げ幅の 66666666％を回復％を回復％を回復％を回復したわけだ。 

 後述するが、NY 金はそこまで戻っているわけではない。やはり東京市場の円安パワーは大き

い証拠である。 

 

長い目で見れば、為替相場は…中略… 

 

 もしも円建ての金だけではく、ドル建ての金相場も急騰を開始する時は、現在世界的に金融ドル建ての金相場も急騰を開始する時は、現在世界的に金融ドル建ての金相場も急騰を開始する時は、現在世界的に金融ドル建ての金相場も急騰を開始する時は、現在世界的に金融

緩和で急騰を続ける株式市場に緩和で急騰を続ける株式市場に緩和で急騰を続ける株式市場に緩和で急騰を続ける株式市場に（韓国は暴落中なので除く）不安が生じた場合だろう不安が生じた場合だろう不安が生じた場合だろう不安が生じた場合だろう。また先

物金の取組が増加して、買い方が現受けに出た時に、実は“売り方は空売りでモノがない！”と

いう事がバレたりした場合。あるいは ETF などの証券は、実は現物が確保されていないとバレた

時、などが怖いのかもしれない。 

 実際のところマネーは刷れば幾らでも増えるし、株だって発行すれば幾らでも増やせる。し

かし実物資産のゴールドを、｢さあ、渡してくれ！｣と言われた時に、本当にその分があるのかは

定かじゃない。 

…中略… 
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なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \4,023 6 月 27 日 \5,068 2 月 7 日 \3,940 7 月 24 日 \4,749 

2013 年 8 月 \4,224 8 月 29 日 \5,873 2 月 7 日 \4,125 4 月 16 日 \4,747 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \4,129 4 月 16 日 \4,748 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \4,131 4 月 16 日 \4,750 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \4,132 4 月 16 日 \4,753 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \\\\4,7604,7604,7604,760    5555 月月月月 10101010 日日日日    \4,514 5 月 2 日 \4,753 

 

〇MY 金日足 

…削除済み… 

5/115/115/115/11のののの NYNYNYNY市場で市場で市場で市場ではははは、、、、前日比前日比前日比前日比32.032.032.032.0ドル安ドル安ドル安ドル安のののの1436.61436.61436.61436.6ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。高値1461.2ドル、安値1418.5

ドルと上下 42.7 ドルの荒い動き。為替は為替は為替は為替は 101.54101.54101.54101.54 円円円円と円安であり、国内換算では 47 円安。 

 

チャートでは 1321.51321.51321.51321.5 ドル（ドル（ドル（ドル（4/164/164/164/16）→）→）→）→1487.21487.21487.21487.2 ドル（ドル（ドル（ドル（5/35/35/35/3）まで）まで）まで）まで 165.7165.7165.7165.7 ドルの戻りドルの戻りドルの戻りドルの戻りを入れたわけ

だが、その後はむしろ弱含みの推移と言って良いだろう。国内相場が上昇したのは、単に円安が

進んだためだという証拠だ。 

更に結論から先に言えば、NYNYNYNY 金は戻り売り相場金は戻り売り相場金は戻り売り相場金は戻り売り相場を示唆している。東京とは真逆の展開だ。 

 

NY 金の 1500 ドルは一つの壁。1526 ドルが大きな壁だと見ており、再び売られた場合は 1200

ドルまでの可能性はこのところずっとコメントしているわけだが、なにせ東京は円安が進めばそ

れでも下がらん可能性も否定出来ない。 

一つの計算例として、…中略… 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/75/75/75/7 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、前週比 7,600 枚減の 8 万 9,400 枚のロ

ング。ファンファンファンファンドの買いはドの買いはドの買いはドの買いは 3333 週週週週連続連続連続連続の減少の減少の減少の減少でででで、、、、10101010 万枚を割り込ん万枚を割り込ん万枚を割り込ん万枚を割り込んでも止まらないでも止まらないでも止まらないでも止まらない。 

    

5/5/5/5/10101010 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略… 

 

こういうデータを見る限り、NYNYNYNY 金はまだ人気の離散傾向に歯止めがかかっていない金はまだ人気の離散傾向に歯止めがかかっていない金はまだ人気の離散傾向に歯止めがかかっていない金はまだ人気の離散傾向に歯止めがかかっていないわけだ。

週末の急落の原因の一つに、仏金融大手の仏金融大手の仏金融大手の仏金融大手の BNPBNPBNPBNP バリバが今年の金価格の見通しをバリバが今年の金価格の見通しをバリバが今年の金価格の見通しをバリバが今年の金価格の見通しを 1580158015801580 ドルと、ドルと、ドルと、ドルと、

前回から前回から前回から前回から 5555％下方修正した事も弱材料視％下方修正した事も弱材料視％下方修正した事も弱材料視％下方修正した事も弱材料視されたが、それで 1400 ドル台前半に下がるというもの

解せない話ではあるが、NY 金はそれだけ買い方が不在だという事だ。 

 

…中略… 

 

結論として当方の相場観は、NY 金は戻り売り相場からまだ脱却出来ていない。しかし東京金

は円安で買われる展開が続いており、非常にわかりにくい動きとなるだろう。目先は、短期での

逆張りを推奨する。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 7 日 \4,780 152 \4,784 139 

5 月 8 日 \4,774 -6 \4,782 -2 

5 月 9 日 \4,784 10 \4,801 19 

5 月 10 日 \4,940 156 \4,959 158 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『大勢ではまだ戻り売り相場だと考えているものの、今回

の ECB 利下げの影響もまだ不透明ゆえ、しばらくは方向性を見極める時期になっているのかもし

れない』とコメントした。 

今週の相場展開は、連休明けの急騰から 2 日間の持ち合いを経て、週末には円安の追い風でま

た急騰。週末の高値は 4,9714,9714,9714,971 円（円（円（円（5/105/105/105/10）まで記録）まで記録）まで記録）まで記録であり、4/15・4/16 の暴落はすべて回復した。 

 

5,0005,0005,0005,000 円（円（円（円（4/104/104/104/10）→）→）→）→4,3104,3104,3104,310 円（円（円（円（4/164/164/164/16）まで）まで）まで）まで 690690690690 円の暴落を演じた相場は、これで円の暴落を演じた相場は、これで円の暴落を演じた相場は、これで円の暴落を演じた相場は、これで““““往って来い往って来い往って来い往って来い””””

の戻りであるの戻りであるの戻りであるの戻りである。 

ただし 5,000 円乗せには抵抗がある様で、その後の夜間取引でも一時は 4,872 円の 87 円安ま

で記録。5/10 の NY プラチナは、30.5 ドル安で国内換算は 61 円安である。 

 

あっさり 5,000 円を回復すればまた相場付きが強くなるのだろうが、ここで抵抗を受ければ 2

番底に向かって下がる可能性も高く、今は微妙なところとしか言い様がない。｢もっと円安はす

進むぞ！｣と素直に考えるならば、押し目買い方針をするしかない相場ではあるが。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \3,681 6 月 27 日 \5,267 2 月 7 日 \3,460 7 月 24 日 \4,940 

2013 年 8 月 \3,860 8 月 29 日 \5,274 2 月 7 日 \3,807 8 月 31 日 \4,923 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,934 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,236 

12 月 25

日 

\4,947 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,310 4 月 16 日 \4,953 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \\\\4,9714,9714,9714,971    5555 月月月月 10101010 日日日日    \4,610 5 月 2 日 \4,959 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、4,959 円（プラチナ）－4,753 円（金）＝206206206206 円円円円。 

…中略… 

 

結論として当方の相場観は、円安が続く限りは売れないので押し目買い方針だが、5,000 円か

ら上に一気に駆け上がるほどの勢いは無いのでは？ 目先は逆張りであろう。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  7 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

5 月 7 日 \32,600 200 \27,270 70 

5 月 8 日 \32,560 -40 \27,140 -130 

5 月 9 日 \32,240 -320 \26,800 -340 

5 月 10 日 \33,190 950 \27,680 880 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『今後の天候プレミアムがオンされる相場に期待している。特に国内相場が

連休明けから新高値を更新してくるようなら、そのまま乗っかってついて行きたい』とコメント

した。 

今週の相場展開は、連休明けも動きがなく軟調に推移していたが、週末は円安＆海外高で急騰週末は円安＆海外高で急騰週末は円安＆海外高で急騰週末は円安＆海外高で急騰。

ただしまだ、もみ合いの域からは脱していない状況。 

 

今の相場は基本的に、26,00026,00026,00026,000 円台半ば～円台半ば～円台半ば～円台半ば～28,00028,00028,00028,000 円でのもみ合いの推移円でのもみ合いの推移円でのもみ合いの推移円でのもみ合いの推移。もっとも旧穀は 3 万

円を超える価格であり、期近は更に高い 33,000 円台という逆ザヤ相場の状態だ。現在の需給か

ら見れば、これもある程度適正な動きである。 

…中略… 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 7 月 \21,550 6 月 18 日 \34,400 3 月 22 日 \21,490 6 月 18 日 \33,190 

2013 年 9 月 \28,500 8 月 16 日 \30,570 4 月 30 日 \25,510 10 月 1 日 \30,230 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\27,970 2 月 6 日 \24,420 

11 月 14

日 

\27,150 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,170 2 月 5 日 \24,930 

12 月 21

日 

\27,200 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \27,900 4 月 12 日 \25,690 4 月 4 日 \27,400 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 16 日 \28,070 4 月 22 日 \26,520 4 月 30 日 \27,680 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 5/105/105/105/10 ののののシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場は、、、、5555 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 6.756.756.756.75 セントセントセントセント安の安の安の安の 687.75687.75687.75687.750000 セントセントセントセント。12121212 月限では月限では月限では月限では 12.0012.0012.0012.00

セント安のセント安のセント安のセント安の 529.50529.50529.50529.50 セントセントセントセント。 

…中略… 

    

さて 5/10 に出た米農務省需給報告の内容である。 

生産高生産高生産高生産高    （前年）（前年）（前年）（前年）107107107107 億億億億 8,0008,0008,0008,000 万万万万 BuBuBuBu→→→→141141141141 億億億億 4,0004,0004,0004,000 万万万万 BuBuBuBu    

需要      111 億 3,500 万 Bu→129 億 2,000 万 Bu 
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期末在期末在期末在期末在庫庫庫庫                    7777 億億億億 5,9005,9005,9005,900 万万万万 BuBuBuBu→→→→    20202020 億億億億 400400400400 万万万万 BuBuBuBu    

在庫率在庫率在庫率在庫率                                6.86.86.86.8％％％％        →→→→        15.515.515.515.5％％％％    

 

 元々、期末在庫の事前予想は 19 億 7,300 万 Bu であり、それよりも更に多い 20 億 Bu 超の発表

となったわけだが、よくまあこの数字でシカゴはストップ安しなかったものだ。 

 もちろん今は天候相場の最中であり、本当に生産高が 141 億 Bu も確保されるかどうかは先の

話ではあるものの、ちょっとここまでの数字を見せ付けられると買う気は失せる。 

 結論から先に言えば、しばらくは撤退して、コーンはもうやらないしばらくは撤退して、コーンはもうやらないしばらくは撤退して、コーンはもうやらないしばらくは撤退して、コーンはもうやらない。逆ザヤで円安傾向なの

だから売る気もしないし、かと言ってこの数字では全く買う気にもならん。完全撤退する！ 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/75/75/75/7 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略… 

  

結論として当方の相場観は、週末に出た米農務省報告の内容が酷すぎる。これでは全く買う気

にならず、かと言って円安＆逆ザヤの市場では売る気にもならぬ。目先は完全撤退である。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

5 月 7 日 \62,000 0 \51,140 1030 

5 月 8 日 \61,800 -200 \51,550 410 

5 月 9 日 \62,200 400 \51,220 -330 

5 月 10 日 \64,600 2400 \52,960 1740 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『押し目買い方針の継続で、天候プレミアムのオンを待つのがベターであろ

う。現在の価格からは、そんなに大きな下げ余地は無いとの見方である』とコメントした。 

今週の相場展開は、連休明けの急騰の後、週末にもまた急騰。5/25/25/25/2 の安値からは一気にの安値からは一気にの安値からは一気にの安値からは一気に 3,0003,0003,0003,000

円の切り返し円の切り返し円の切り返し円の切り返しとなった。 

 

5/2 までは、コーンが作付進捗率の遅れで上がると、大豆は逆に作付面積が増加するのではな

いかとの懸念で売られる展開であったが、連休中の谷間に 5 万円割れを演じたところからは反騰。

53,000 円近くまでは戻したわけだ。 

また逆ザヤ相場であるため、旧穀は新穀の先物よりも 1 万円超高く、8 月限・10 月限は週末に

も一代高値を更新するなど、非常に力強い展開となった。 

 

しかし米農務省報告の米農務省報告の米農務省報告の米農務省報告の 5/105/105/105/10 の夜間取引では、一転して反落の夜間取引では、一転して反落の夜間取引では、一転して反落の夜間取引では、一転して反落。内容はコーンよりは多少マシか

もしれないが、強気の発表ではなかった。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \44,700 6 月 18 日 \65,300 4 月 19 日 \44,400 6 月 18 日 \64,600 

2013 年 8 月 \48,020 8 月 16 日 \\\\62,00062,00062,00062,000    5555 月月月月 10101010 日日日日    \47,500 

11 月 13

日 

\62,000 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \\\\63,10063,10063,10063,100    5555 月月月月 10101010 日日日日    \46,920 

10 月 16

日 

\63,100 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \55,450 2 月 6 日 \48,450 1 月 9 日 \54,500 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \53,980 4 月 11 日 \50,150 4 月 4 日 \52,800 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 16 日 \53,650 4 月 22 日 \49,850 5 月 2 日 \52,960 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 5/105/105/105/10 ののののシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場は、、、、5555 月限で月限で月限で月限で前日比前日比前日比前日比 3.3.3.3.00000000 セントセントセントセント安の安の安の安の 1488.251488.251488.251488.25 セント。セント。セント。セント。11111111 月限で月限で月限で月限ではははは 13.5013.5013.5013.50

セントセントセントセント安の安の安の安の 1205.501205.501205.501205.50 セントセントセントセントでの終了での終了での終了での終了。円安のため、国内換算では国内換算では国内換算では国内換算では 170170170170 円安円安円安円安である。 

 

さて 5/10 に出た米農務省需給報告の内容である。 

生産高生産高生産高生産高    （前年）（前年）（前年）（前年）30303030 億億億億 1,5001,5001,5001,500 万万万万 BuBuBuBu→→→→33333333 億億億億 9,0009,0009,0009,000 万万万万 BuBuBuBu    

需要      30 億 8,000 万 Bu→32 億 6,400 万 Bu 
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期末在庫期末在庫期末在庫期末在庫                    1111 億億億億 2,5002,5002,5002,500 万万万万 BuBuBuBu→→→→2222 億億億億 6,5006,5006,5006,500 万万万万 BuBuBuBu    

在庫率在庫率在庫率在庫率                                4.14.14.14.1％％％％        →→→→        8.18.18.18.1％％％％    

 

在庫率が 15.5％まで増えると予測されているコーンに比べればマシであるものの、この数字

は豊作予想のものと言える。旧穀の逼迫感は変わらないため、内外とも逆ザヤは維持するだろう

が、さてこんなんで面白い相場になるのかしらん？と疑問である。 

 

現在のチャートだけを見れば、15 ドルを突破したら凄いことになるんじゃないの？という線

形ではあるものの、5 月限が納会して 7 月限が頭に来れば、現在すでに 14 ドル以下という逆ザ

ヤであるゆえ、チャートは一気に悪くなる。そういう事を考えても、手出しする気にはならない手出しする気にはならない手出しする気にはならない手出しする気にはならない

ところだところだところだところだ。 

 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 5/75/75/75/7 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略… 

 

結論として当方の相場観は、新穀と旧穀の逆ザヤ幅は拡大してゆくだろう。買うなら突っ込ん

だところの旧穀であり、先物はあまり面白くない展開が続くだろう。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

5 月 7 日 260.5 13.5 270.7 17.2 

5 月 8 日 265.0 5.0 276.2 5.5 

5 月 9 日 265.3 0.3 276.6 0.6 

5 月 10 日 280.3 15.0 293.5 16.8 

先週号においては『底入れしたとまで断言は出来ないものの、敢えてここから売るメリットは

感じられないし、買ってゆくほどの相場でもなさそう。しばし様子見であろう』とコメントした。    

今週の相場展開は、連休明けの急騰～確りした動き～円安により週末に再び急騰と、一気に

280 円を突破で 294.0294.0294.0294.0 円までの上昇円までの上昇円までの上昇円までの上昇である。 

 

先週号において｢チャートではまだ右肩下がりのトレンドであり、チャートではまだ右肩下がりのトレンドであり、チャートではまだ右肩下がりのトレンドであり、チャートではまだ右肩下がりのトレンドであり、265.8265.8265.8265.8 円を抜ければ若干強円を抜ければ若干強円を抜ければ若干強円を抜ければ若干強

くなり、くなり、くなり、くなり、280.8280.8280.8280.8 円をクリアできれば逆三尊の底入れとなる円をクリアできれば逆三尊の底入れとなる円をクリアできれば逆三尊の底入れとなる円をクリアできれば逆三尊の底入れとなる｣としたわけだが、一気にそれを 10 円

以上上回る展開である。 

よって逆三尊の底入れは決定逆三尊の底入れは決定逆三尊の底入れは決定逆三尊の底入れは決定。今度はその 280.8 円が下値支持線になる。当然の事ながら、目

標値は 300 円台奪還という事になるが、さて？ 

 

ただしこの上昇の主因は為替相場であり、円安が強烈だったためだ。ゴム自体には、特に材料

はない。それゆえ、円の反転には注意が必要だ。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 259.7 

11 月 27

日 

329.0 2 月 6 日 233.4 4 月 18 日 280.3 

2013 年 6 月 286.0 

12 月 21

日 

334.1 2 月 4 日 236.7 4 月 18 日 283.9 

2013 年 7 月 316.3 1 月 28 日 337.8 2 月 6 日 240.4 4 月 18 日 287.6 

2013 年 8 月 301.0 2 月 25 日 302.1 2 月 25 日 241.3 4 月 18 日 290.0 

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 292.3292.3292.3292.3    5555 月月月月 10101010 日日日日    242.5 4 月 18 日 291.9 

2013 年 10 月 253.7 4 月 24 日 294.0294.0294.0294.0    5555 月月月月 10101010 日日日日    250.8 5 月 2 日 293.5 

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、5 月限 280.3 円～10 月限 293.5 円と 13.213.213.213.2 円円円円のののの順順順順ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は拡大した。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は現在の輸入採算価格は現在の輸入採算価格は現在の輸入採算価格は…中略… 

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は…中略… 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略… 

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、…中略… 

 

 結論として当方の相場観は、チャートは完全に押し目買いへと転換を示唆。目先天井となるか、

上げ続けるかは、為替相場次第の展開となるだろう。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週においては『GW 中の海外市場の動きによって、相場付きが 180 度様変わり。結果として

57,370 円が底、57,510 円が 2 番底となった可能性が強い。目標値は 64,000 円どころを想定して

いる』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 97.1797.1797.1797.17 ドル（ドル（ドル（ドル（5/65/65/65/6）まで上昇の後、高値保合いの推移）まで上昇の後、高値保合いの推移）まで上昇の後、高値保合いの推移）まで上昇の後、高値保合いの推移。週末 5/10

は一時一時一時一時 93.3793.3793.3793.37 ドルまで急落ドルまで急落ドルまで急落ドルまで急落するものの、引け値は前日比 0.35 ドル安の 96.0496.0496.0496.04 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。 

 

この日、一時急落したのは、サウジの増産がサウジの増産がサウジの増産がサウジの増産が伝えられたため伝えられたため伝えられたため伝えられたためだ。…中略… 

また 5/75/75/75/7 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略… 

    

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の原由の値動き 

  5 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

5 月 7 日 \63,530 3930 \62,200 4110 

5 月 8 日 \63,000 -530 \61,930 -270 

5 月 9 日 \63,100 100 \61,760 -170 

5 月 10 日 \64,280 1180 \63,400 1640 

今週の相場展開は、週明けの大暴騰から週明けの大暴騰から週明けの大暴騰から週明けの大暴騰から 2222 日間の調整をいれ、週末には再び急騰日間の調整をいれ、週末には再び急騰日間の調整をいれ、週末には再び急騰日間の調整をいれ、週末には再び急騰。あっとい

う間に、“往って来い”以上の急騰を演じた展開である。高値は 63,60063,60063,60063,600 円（円（円（円（5/105/105/105/10）を記録）を記録）を記録）を記録である。 

 

先週号で｢現在の上値抵抗線は、現在の上値抵抗線は、現在の上値抵抗線は、現在の上値抵抗線は、62,15062,15062,15062,150 円があって、次が円があって、次が円があって、次が円があって、次が 63,86063,86063,86063,860 円。円。円。円。その上がその上がその上がその上が 66,46066,46066,46066,460 円とな円とな円とな円とな

るるるる。…中略…66,46066,46066,46066,460 円は円は円は円は難しくても、難しくても、難しくても、難しくても、63,86063,86063,86063,860 円には一度トライするかもしれない円には一度トライするかもしれない円には一度トライするかもしれない円には一度トライするかもしれない｣としたが、

その通りの展開である。 

この 63,000 円～64,000 円どころを固めれば、…中略… 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 5 月 \54,860 12 月 3 日 \66,830 2 月 12 日 \52,370 

12 月 11

日 

\64,280 

2013 年 6 月 \58,080 1 月 4 日 \66,690 2 月 13 日 \57,320 1 月 8 日 \64,300 

2013 年 7 月 \62,910 2 月 1 日 \66,460 2 月 13 日 \57,780 4 月 18 日 \63,890 

2013 年 8 月 \60,560 3 月 1 日 \64,000 4 月 11 日 \57,360 4 月 16 日 \63,720 

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \63,860 4 月 11 日 \57,370 4 月 18 日 \63,530 

2013 年 10 月 \59,500 5 月 1 日 \\\\63,60063,60063,60063,600    5555 月月月月 10101010 日日日日    \57,510 5 月 2 日 \63,400 

   

結論として当方の相場観は、GW を境に相場が 180 度転換した動きの継続であり、季節的にも

押し目買いの相場が続くだろう。円が調整高して反落するような場面があれば、そこは絶好の仕

掛け場であろう。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

5 月 7 日 \76,050 4000 \72,740 4190 

5 月 8 日 \74,940 -1110 \72,430 -310 

5 月 9 日 \73,600 -1340 \72,190 -240 

5 月 10 日 \74,970 1370 \74,270 2080 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『連休明け後に 73,000 円をクリアするようなら、W 底のチャートが完成す

る。そうなると、夏場に向けて今後は押し目買いへと転換してゆく可能性が高いだろう』とコメ

ントした。 

今週の相場展開は、連休明けは急騰するものの、73,000 円はクリア出来なかったが、週末に

もまた急騰して一気に 74,36074,36074,36074,360 円（円（円（円（5/105/105/105/10）まで記録）まで記録）まで記録）まで記録。 

 

チャートは綺麗なチャートは綺麗なチャートは綺麗なチャートは綺麗な WWWW 底を形成底を形成底を形成底を形成であり、次のターゲットは 76,00076,00076,00076,000 円台奪還円台奪還円台奪還円台奪還という事になるだろ

う。ただし週末は夜間取引で乱高下しているが、いずれにせよ連休の谷間の 68,030 円（5/2）で

底は入っている相場との見方である。6,000 円上げたのだから、3,000 円程度までの押しは、単

なる調整の範囲内だろう。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \67,980 

11 月 26

日 

\82,250 2 月 12 日 \66,480 

12 月 10

日 

\74,970 

2013 年 7 月 \69,810 

12 月 26

日 

\82,280 2 月 13 日 \69,600 4 月 16 日 \75,040 

2013 年 8 月 \76,550 1 月 28 日 \82,250 2 月 13 日 \69,600 4 月 16 日 \75,240 

2013 年 9 月 \78,930 2 月 26 日 \79,590 3 月 12 日 \69,050 4 月 18 日 \75,760 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \76,710 4 月 1 日 \68,150 4 月 18 日 \74,910 

2013 年 11 月 \72,990 4 月 26 日 \\\\74,36074,36074,36074,360    5555 月月月月 10101010 日日日日    \68,030 5 月 2 日 \74,270 

 

5/5/5/5/10101010 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略… 

  

5/45/45/45/4 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略… 

  

 結論として当方の相場観は、5/2 の 68,030 円で底を打った相場である。そこからすでに 6,000

円上げている相場であるが、まずは 76,000 円台を目指すと考える。押し目買いの相場であろう。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  6 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

5 月 7 日 \71,960 4130 \74,620 4220 

5 月 8 日 \71,740 -220 \74,400 -220 

5 月 9 日 \71,630 -110 \74,270 -130 

5 月 10 日 \73,140 1510 \76,090 1820 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『69,000 円が底、69,850 円で 2 番底を確認した相場であろう。まずは 75,000

円台へ、次は 77,000 円台へと切り返す可能性が高いと考え、押し目買い方針への転換が良いだ

ろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、連休明けの大暴騰から 2 日間の調整を経て、週末は再び急騰。76,00076,00076,00076,000 円円円円

台を回復台を回復台を回復台を回復する動きとなった。 

 

チャートは綺麗なチャートは綺麗なチャートは綺麗なチャートは綺麗な WWWW 底を形成底を形成底を形成底を形成。前回の戻り高値である 75,350 円（4/26）を突破し、次のター次のター次のター次のター

ゲットはゲットはゲットはゲットは 77,27077,27077,27077,270 円円円円、そして 82,000 円台となる姿だ。 

さすがに今すぐに 82,000 円を目標値には出来ないかもしれないが、今後夏場に向かうにつれ、

先物には需要期の 12 月限、1 月限と発会してゆく。その 1 月限の高値では、82,000 円という数

字は夢ではないだろうと見ている。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 6 月 \67,680 

11 月 26

日 

\81,460 2 月 12 日 \64,690 

12 月 11

日 

\73,140 

2013 年 7 月 \68,440 

12 月 26

日 

\81,700 2 月 12 日 \67,320 4 月 18 日 \73,430 

2013 年 8 月 \74,200 1 月 28 日 \82,030 2 月 12 日 \67,720 4 月 18 日 \74,050 

2013 年 9 月 \76,550 2 月 26 日 \76,980 2 月 26 日 \68,340 4 月 18 日 \74,840 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \77,270 4 月 11 日 \69,000 4 月 18 日 \75,510 

2013 年 11 月 \75,350 4 月 26 日 \\\\76,40076,40076,40076,400    5555 月月月月 10101010 日日日日    \69,850 5 月 2 日 \76,090 

 

5/5/5/5/10101010 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略… 

 

5/45/45/45/4 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略… 

   

 結論として当方の相場観は、W 底を形成した相場であり、押し目買いの継続が良いだろう。押

し目買いトレンドは、1 月限が発会するまで続くものと想定している。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

ついに 100100100100 円を突破円を突破円を突破円を突破したしたしたした円安円安円安円安は、週末にはは、週末にはは、週末にはは、週末には 101101101101 円台へ円台へ円台へ円台へ。週末の NY 市場では 101.95101.95101.95101.95 円円円円まで円

安が進み、引けは 101.54 円での終了である。 

 

円安に文句を言っているのは、中韓と日本のマスコミ、米自動車業界くらいのもので、昨日終

了した G7 でも大きな批判は全く出ず。 

ある大手外銀の為替担当者は、『今後数ヵ月で今後数ヵ月で今後数ヵ月で今後数ヵ月で 105105105105 円、年末までに円、年末までに円、年末までに円、年末までに 110110110110 円というシナリオは妥円というシナリオは妥円というシナリオは妥円というシナリオは妥

当だ当だ当だ当だ』としており、日銀が月額 7 兆円強の長期国債買い入れ枠を用意、国債保有残存期間を拡

大する強力な金融緩和策の継続が円安基調を強める可能性が高いとの見方が増えている。 

仮に調整があったとしても、100 円割れすら難しいかもしれない。 

 

なお来週の主な予定は、…中略… 

 

〇ユーロ/円相場日足 

…削除済み… 

ユーロ/円相場も、円安方向にまた抜けた格好である。…中略… 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

 ユーロ/ドルは、むしろドル高傾向となっている。つまり今週の 100 円突破の円安は、円安と円安と円安と円安と

言うよりはドル高だったとも言える言うよりはドル高だったとも言える言うよりはドル高だったとも言える言うよりはドル高だったとも言えるわけだ。 

 NY 金が下落しているのは、このドル高の影響であろう。マネーは米国債に向かっている証拠マネーは米国債に向かっている証拠マネーは米国債に向かっている証拠マネーは米国債に向かっている証拠

であるであるであるである。だから米国を始めとする G7 各国は、アベノミクスの円安に寛容なわけだ。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


